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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉小学校    

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒２４８－０００５  

      鎌倉市雪ノ下３－５－１０     

  E-mail ogura-kentaro@ynu.ac.jp      

  Website http://www.kamakurasho.ynu.ac.jp/    

  児童生徒数  男子 ３１９名   女子 ３２０名  合計 ６３９名 

        児童・生徒の年齢 ６歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

■ 防災 

■ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

６年１組 

これまでに学習してきたことの集大成として、環境問題に関連する映画を作成

した。テーマは外来種。身の回りの生態系が昔と比べて大きく変わりつつあるこ

とをドキュメンタリー映画として、脚本・俳優・音声等含めてすべて自主制作し

た。 

 

３年１組 

国語科「すがたをかえる大豆」を学習のきっかけとして、年間を通して食育に

関する学習を行った。学習の過程で栄養士や豆腐屋、農家、調理学の教授、梅研

究会の会長など様々な人と出会い、また体験活動を通して、食物に関する自分た

ち１人ひとりの考えを深めていった。 

 

３年２組 

社会科のまちたんけんから鎌倉の防災学習に発展し、学校の防災倉庫や通学路

で避難を調べた。防災宿泊学習をするにいたり、自分の身の守り方や、東日本大

震災の際にボランティアとして医療活動を行った地域の酒井医師からの講演を聞

き、自分の命を守ることについてそれぞれ考えた。活動のまとめとして防災劇や

防災倉庫ツアーを行い、児童や保護者に活動を発信した。 

 

ユネスコ委員会 

ユネスコ委員会発足の年として、ユネスコとは何か、ＥＳＤとは何か自分たち

で調べ、考えながら手探りの活動となった。ペットボトルのキャップ集めやベル

マーク収集を始めた。活動のフィールドを外に向け、小町通りの清掃も行った。

自分たちが活動をするだけでなく、学校全体にその活動や意義を広めていく方が

大切だという結論に至り、児童の意識調査を行い、来年度に反省を伝えたところ

で本年度の活動を終えた。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

■ その他（ 委員会活動（ユネスコ委員会として）      ） 

 

 


